
は
じ
め
に

検
非
違
使
庁
は
、
平
安
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
至
る
ま
で
の
長
期
に
わ
た
っ
て
平
安
京
（
京
都
）
の
警
察
・
司
法
を
担
っ

た
重
要
機
関
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
検
非
違
使
庁
の
構
成
員
と
し
て
は
、
別
当
お
よ
び
佐
・
尉
・
志
・
府
生
か
ら
な
る
官
人

ら
と
と
も
に
、
そ
の
下
に
雑
任
と
し
て
看か

ど
の
お
さ

督
長
な
る
者
た
ち
が
存
在
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
。
看
督
長
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
検
非
違
使
研
究
の
中
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
概
説
的
記
述

に
と
ど
ま
り
、
彼
ら
の
勤
務
形
態
・
勤
務
内
容
あ
る
い
は
存
在
形
態
に
つ
い
て
必
ず
し
も
十
全
な
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
わ
け

で
は
な
い（
1
）。
全
体
の
考
察
は
あ
ら
た
め
て
別
稿
で
行
う
予
定
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
従

来
か
ら
存
在
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
長
元
八
（
一
〇
三
五
）
年
の
「
看
督
長
見
不
注
進
状
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
基
礎
的
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

九
条
家
本
『
延
喜
式
』
の
紙
背
文
書
に
は
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
検
非
違
使
庁
関
係
文
書
が
多
数
含
ま

「
看
督
長
見
不
注
進
状
」（
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
紙
背
文
書
）

に
関
す
る
基
礎
的
検
討

前　

田　

禎　

彦
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れ
て
い
る
が
、『
平
安
遺
文
』
は
、そ
の
う
ち
長
元
八
（
一
〇
三
五
）
年
の
計
九
通
の
文
書
を
「
看

督
長
見
不
注
進
状
」
と
題
し
、
一
括
し
て
収
載
し
て
い
る
（
表
1
）（
2
）。
こ
れ
ら
は
、
長
元
八

年
（
一
〇
三
五
）
六
月
か
ら
十
月
ま
で
の
看
督
長
の
勤
務
状
況
を
記
録
し
た
文
書
で
、
看
督
長

に
関
す
る
最
も
ま
と
ま
っ
た
史
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
、
そ
の
利
用
は
部
分
的
な

も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
九
通
の
文
書
を
一
つ
の
文
書
群
と
把
握

し
、
全
体
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
如
何
な
る
情
報
が
得
ら
れ
る
か
を
見
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

一　
「
見
不
参
注
進
状
」
と
「
番
闕
注
進
状
」

ま
ず
、
文
書
の
書
式
か
ら
検
討
を
始
め
よ
う
。『
平
安
遺
文
』
は
、
こ
の
一
連
の
文
書
を
「
看

督
長
見
不
注
進
状
」
と
一
括
し
て
題
し
て
い
る
が
、
そ
の
書
式
を
見
て
み
る
と
、
次
の
Ａ
1
、

Ａ
2
、
Ｂ
の
三
種
に
分
類
で
き
る
（
表
1
参
照
）（
3
）。

Ａ
1　

注
進
左
右
看
督
長
番
役
見
不
参
事

　
　
　
　

左

　
　
　
　
　

見
参　
　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○

　
　
　
　
　

不
参　
　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○

　
　
　
　

右

表 1　長元 8年「看督長見不注進状」（九条家本『延喜式』紙背文書）
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見
参　
　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○

　
　
　
　
　

不
参　
　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○

　
　
　
　

右
。
今
月
上
（
下
）
番
十
五
（
十
四
）
日
番
役
見
不
参
注
進
如
件
。

　
　
　
　
　
　
　

年　

月　

日　
　
　
　
　
　

左
（
右
）
衛
門
府
生
○
○
○
○

Ａ
2　

注
進
左
右
看
督
長
今
月
上
（
下
）
番
見
不
参
事

　
　
　
　

見
参

　
　
　
　
　

左　
　
　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　

　
　
　
　
　

右　
　
　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　

　
　
　
　

不
参

　
　
　
　
　

左　
　
　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　

　
　
　
　
　

右　
　
　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　
　

○
○
○
○　

　
　
　
　

今
月
上
（
下
）
番
十
五
（
十
四
）
日
見
不
参
注
進
如
件
。

　
　
　
　
　
　
　

年　

月　

日　
　
　
　
　
　

左
（
右
）
衛
門
府
生
○
○
○
○

Ｂ　
　

注
進
番
闕
看
督
長
事

　
　
　
　

左　
　
　
　
　

○
○
○
○　
　

△
度　

△
月
上
（
下
）
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○　
　

△
度　

△
月
上
（
下
）
番

　
　
　
　

右　
　
　
　
　

○
○
○
○　
　

△
度　

△
月
上
（
下
）
番
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○
○
○
○　
　

△
度　

△
月
上
（
下
）
番

　
　
　
　

右
。
注
進
如
件
。

　
　
　
　
　
　
　

年　

月　

日　
　
　
　
　
　

左
（
右
）
衛
門
府
生
○
○
○
○

ま
ず
、
Ａ
1
、
Ａ
2
は
書
出
・
書
止
お
よ
び
左
右
・
見
不
参
の
別
の
記
載
順
序
に
相
違
が
あ
る
が
、
と
も
に
各
月
の
上
番
・
下

番
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
看
督
長
の
見
参
・
不
参
の
歴
名
を
記
し
た
文
書
で
あ
り
、
内
容
上
の
差
異
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
Ａ
1
、
Ａ
2
を
と
も
に
「
見
不
参
注
進
状
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
の
記
載
内
容
は
末
尾
に
別
表
と
し
て
掲
載
し

た
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
う
ち
、
Ａ
1
に
あ
た
る
六
通
の
文
書
は
六
月
上
番
か
ら
八
月
下
番
ま
で
の
看
督
長
の
見

参
・
不
参
の
状
況
を
記
し
、
Ａ
2
の
二
通
は
、
⒞
の
五
三
一
号
文
書
が
某
月
上
番
の
、
⒤
の
五
三
七
号
文
書
が
十
月
下
番
の
看

督
長
の
見
参
・
不
参
の
状
況
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
作
成
責
任
者
の
署
名
を
見
て
み
る
と
、
不
明
の
⒞
、
⒡
の

二
通
を
の
ぞ
き
、
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
Ａ
1
で
は
「
左
衛
門
府
生
坂
上
時
通
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
十
月
の
Ａ
2
で
は
「
左

衛
門
府
生
上
村
主
重
□
　
（
基
）
　」
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
1
と
Ａ
2
の
書
式
の
相
違
は
、
九
、十
月
以
降

に
文
書
作
成
の
責
任
者
が
坂
上
時
通
か
ら
上
村
主
重
基
に
交
替
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
可
能
性
が
高
い
。

い
っ
ぽ
う
、
書
式
Ｂ
に
あ
た
る
一
通
の
文
書
は
、
六
月
上
番
か
ら
九
月
上
番
ま
で
の
看
督
長
の
「
番
闕
」、
す
な
わ
ち
欠
勤
の

回
数
を
記
し
た
も
の
で
、
Ａ
の
文
書
の
記
載
内
容
を
集
計
し
た
文
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｂ
は
「
番
闕
注
進
状
」
と
呼
称
し
て

Ａ
1
、
Ａ
2
の
「
見
不
参
注
進
状
」
と
区
別
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

要
す
る
に
、『
平
安
遺
文
』
が
収
め
る
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
紙
背
文
書
の
「
看
督
長
見
不
注
進
状
」
に
は
、
各
月
の
上
番
・

下
番
に
お
け
る
看
督
長
の
見
参
・
不
参
を
記
録
し
た
Ａ
の
「
見
不
参
注
進
状
」
と
看
督
長
の
「
番
闕
」＝
欠
勤
の
回
数
を
記
録
し
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た
Ｂ
の
「
番
闕
注
進
状
」
の
二
種
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二　

看
督
長
の
勤
務
形
態

次
に
、
Ａ
・
Ｂ
の
各
文
書
に
も
と
づ
き
看
督
長
の
勤
務
形
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
Ａ
「
看
督
長
見
不
注
進

状
」
か
ら
看
督
長
の
姓
名
、
各
月
に
お
け
る
見
参
・
不
参
の
状
況
を
抜
き
出
し
た
上
で
、
Ｂ
「
番
闕
注
進
状
」
に
お
け
る
「
番
闕
」

の
記
載
を
加
え
、
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
六
月
か
ら
十
月
ま
で
の
看
督
長
の
勤
務
状
況
を
ま
と
め
る
と
表
2
の
よ
う
に
な 

る（
4
）。
こ
の
表
か
ら
、
他
官
司
に
属
す
る
雑
任
の
場
合
と
同
様
に
、
看
督
長
は
一
ヶ
月
を
上
番
（
前
半
の
十
五
日
間
）
と
下
番

（
後
半
は
月
の
大
・
小
に
よ
り
十
四
日
間
ま
た
は
十
五
日
間
）
と
の
二
組
に
分
け
て
、
グ
ル
ー
プ
別
に
番
上
す
る
と
い
う
勤
務
形

態
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
表
2
に
よ
る
と
、
長
元
八
（
一
〇
三
五
）
年
の
場
合
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
編

成
は
①
六
月
上
番
か
ら
八
月
下
番
ま
で
と
②
十
月
下
番
と
の
間
に
変
化
の
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
こ
で
、
各
グ
ル
ー

プ
の
編
成
の
あ
り
方
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
前
者
の
六
月
上
番
か
ら
八
月
下
番
ま
で
は
、
上
番
が
十
七
名
（
う
ち
左
は
九
名
、
右
は
八
名
）、
下
番
が
十
七
名
（
う

ち
左
は
九
名
、右
は
八
名
）
の
計
三
十
四
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の
間
に
構
成
員
の
変
化
が
若
干
見
ら
れ
る
も
の
の
、

左
・
右
お
よ
び
上
番
・
下
番
の
間
に
異
動
は
確
認
で
き
ず
、
こ
の
間
、
看
督
長
は
ほ
ぼ
同
一
編
成
で
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る（
5
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
十
月
下
番
の
⒤
五
三
七
号
文
書
は
計
十
六
名
（
う
ち
左
は
八
名
、
右
は
八
名
）
か
ら
な
り
、
前
者
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表 2　長元 8（1035）年 6月～ 10月における看督長の勤務状況
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で
は
上
番
で
あ
っ
た
看
督
長
三
名
（
左
№
1
縣
行
松
、
№
5
内
蔵
時
吉
、
№
9
伴
常
高
）
が
下
番
に
異
動
し
て
い
る
と
い
う
変

化
が
見
え
る
。
次
に
、
某
月
上
番
の
⒞
五
三
一
号
文
書
を
十
月
下
番
の
⒤
五
三
七
号
文
書
と
対
比
し
て
み
る
と
、
と
も
に
Ａ
2

の
書
式
で
あ
る
こ
と
、
構
成
員
に
重
複
の
な
い
こ
と
の
二
点
か
ら
判
断
し
て
、
⒞
五
三
一
号
文
書
の
メ
ン
バ
ー
と
⒤
五
三
七
号

文
書
の
メ
ン
バ
ー
は
、
両
者
あ
い
ま
っ
て
上
番
・
下
番
一
組
を
構
成
し
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
史
料
の
残
存
状
況

か
ら
考
え
れ
ば
、
⒞
五
三
一
号
文
書
は
十
月
上
番
ま
た
は
十
一
月
上
番
、
強
い
て
言
え
ば
十
月
上
番
の
看
督
長
の
勤
務
状
況
を

記
し
た
文
書
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
⒞
五
三
一
号
文
書
の
メ
ン

バ
ー
を
見
て
み
る
と
、
計
十
一
名
（
う
ち
左
は
七
名
、
右
は
四
名
）
の
う
ち
六
月
か
ら
八
月
ま
で
下
番
で
あ
っ
た
左
看
督
長
三

名
（
左
№
11
猪
常
信
、
№
16
清
原
豊
信
、
№
18
高
橋
重
高
）
が
上
番
へ
と
異
動
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

さ
ら
に
、
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
旧
メ
ン
バ
ー
と
十
月
以
降
の
新
メ
ン
バ
ー
を
対
照
す
る
と
（
表
3
）、
右
か
ら
左
へ
と
異
動

し
た
一
名
の
看
督
長
（
右
№
2
、
左
№
19
の
上
毛
野
春
重
）
や
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
に
は
姿
が
見
え
な
が
ら
も
十
月

以
降
に
は
消
え
て
し
ま
っ
た
七
〜
九
名
の
看
督
長
（
左
№
2
大
原
吉
松
、
№
4
紀
吉
武
、
№
8
伴
重
行
、
№
11
石
上
成
重
、
右

№
1
安
倍
清
成
、
№
5
秦
秋
延
、
№
6
秦
種
安
、
№
7
藤
井
守
光
、
№
8
藤
井
安
延
）
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る（
6
）。

つ
ま
り
、
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
紙
背
文
書
か
ら
、
長
元
八
（
一
〇
三
五
）
年
六
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
に
二
組
の
看
督
長

の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、
そ
の
間
に
、
①
構
成
員
の
交
替
（
三
十
四
名
か
ら
二
十
七
名
へ
）、
②
左
・
右
お
よ
び
上
番
・
下
番
の

間
に
お
け
る
構
成
員
の
異
動
を
と
も
な
っ
た
編
成
替
え
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
編
成
替
え
は
い
つ
実
施
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
書
式
Ｂ
の
九
月
十
六
日
の
「
番
闕
注
進
状
」
は
、
六
月
上

番
か
ら
九
月
上
番
ま
で
の
「
番
闕
」
を
記
し
た
文
書
な
の
で
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
編
成
は
六
月
上
番
に
始
ま
り
、
少
な
く
と
も
九
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月
上
番
ま
で
は
続
い
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る（
7
）。

Ｂ
の
「
番
闕
注
進
状
」
は
、
看
督
長
の
勤
務
状
況
を
番
ご
と
に

記
し
た
Ａ
の
「
見
不
参
注
進
状
」
に
も
と
づ
き
作
成
さ
れ
た
文

書
で
、
看
督
長
の
編
成
替
え
の
た
め
に
作
成
さ
れ
、
新
た
な
グ

ル
ー
プ
編
成
を
行
う
際
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
文
書
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
年
の
新
た
な
グ
ル
ー
プ

編
成
は
九
月
下
番
を
機
に
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
以
後
、
文
書
の
作
成
責
任
者
が
坂
上
時
通
か
ら
上
村
主
重

基
に
変
化
し
て
い
る
の
も
、
グ
ル
ー
プ
の
編
成
替
え
に
と
も
な

い
同
時
に
担
当
者
も
交
替
し
た
た
め
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る

の
で
あ
る（
8
）。

以
上
、
Ａ
「
見
不
参
注
進
状
」
と
Ｂ
「
番
闕
注
進
状
」
か
ら

看
督
長
の
勤
務
形
態
を
概
観
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
れ

ら
の
文
書
は
検
非
違
使
庁
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
検
非
違
使
庁
の

業
務
は
、
本
来
、
佐
・
尉
・
志
・
府
生
の
各
検
非
違
使
官
人
が

参
加
す
る
、
着
釱
政
を
は
じ
め
と
し
た
〈
政
〉
の
行
事
に
よ
っ

表 3　長元 8（1035）年における看督長の新旧構成員
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て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が（
9
）、〈
政
〉
に
お
い
て
は
「
看
督
長
見
不
参
帳
」
あ
る
い
は
「
看
督
長
見
不
参
文
」
な

る
文
書
が
佐
以
下
の
検
非
違
使
官
人
に
供
覧
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
10
）。
こ
れ
は
、
そ
の
時
の
〈
政
〉
に
お
け
る
看
督

長
の
見
参
・
不
参
を
記
し
た
文
書
で
あ
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
看
督
長
の
日
常
の
勤
務
状
況
を

記
録
し
た
Ａ
「
見
不
参
注
進
状
」
や
Ｂ
「
番
闕
注
進
状
」
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
佐
以
下
の
検

非
違
使
官
人
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
よ
り
看
督
長
の
勤
務
状
況
の
把
握
に
努
め
、
看
督
長
た
ち
の
監
督
に
あ
た
っ
て
い
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
「
見
不
参
注
進
状
」
や
Ｂ
「
番
闕
注
進
状
」
な
ど
の
文
書
は
、
随
時
行
わ
れ
る
看
督
長
の

任
免
・
編
成
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

看
督
長
の
勤
務
内
容

天
慶
五（
九
四
二
）年
閏
三
月
二
十
八
日
検
非
違
使
別
当
宣
に「
看
督
長
之
職
。
雖
二

品
秩
卑
微
一。
随
二

公
務
之
役
一。
逐
レ

日
繁
多
」

と
あ
る
よ
う
に（
11
）、
看
督
長
の
職
掌
は
じ
つ
に
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
業
務
は
多
忙
を
き
わ
め
る
。
諸
記
録
か
ら
は
看
督
長
が

検
非
違
使
官
人
の
指
示
下
で
犯
人
の
捜
査
、
追
捕
、
取
り
調
べ
、
刑
罰
の
執
行
、
獄
直
な
ど
検
非
違
使
庁
の
警
察
・
司
法
活
動

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
活
動
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、「
見
不

参
注
進
状
」
に
付
記
さ
れ
た
見
参
・
不
参
の
事
由
に
関
す
る
注
記
に
即
し
て
看
督
長
の
勤
務
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

「
見
不
参
注
進
状
」
で
は
、
不
参
の
場
合
、
そ
の
理
由
を
記
し
た
注
記
が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
見
参
の
場
合
に
も
一
部
に
注
記

が
認
め
ら
れ
る
。
表
4
は
そ
の
内
容
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
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1　
「
見
参
」
の
事
由

最
初
に
「
見
参
」
に
関
す
る
注
記
か
ら
検
討

を
始
め
た
い
。
ま
ず
、
⑴
の
「
某
日
参
」
に
つ

い
て
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
看
督
長
は
、
上

番
は
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
下
番
は
十
六
日

か
ら
月
の
大
・
小
に
応
じ
て
二
十
九
日
あ
る
い

は
三
十
日
ま
で
番
上
す
る
き
ま
り
に
な
っ
て
い

た
。「
某
日
参
」は
、そ
の
看
督
長
が
遅
参
し
て
、

番
上
期
間
の
途
中
か
ら
勤
務
を
始
め
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

⑵
の
「
獄
直
」・「
直
役
畏
」
は
、
検
非
違
使

庁
が
管
理
す
る
平
安
京
の
左
右
獄
所
の
警
護
・

宿
直
。
応
和
三
（
九
六
三
）
年
七
月
十
三
日
検

非
違
使
別
当
宣
に
よ
る
と
、「
左
右
看
督
長
等
。

各
守
二

次
第
一。
可
二

勤
獄
直
一

」
と
い
う
原
則
に

も
と
づ
き
、
看
督
長
は
五
日
ご
と
に
交
替
し
な

が
ら
順
番
に
獄
直
を
務
め
、
理
由
な
く
務
め
を

表 4　長元 8（1035）年「見不参注進状」にみえる見参・不参の事由
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怠
る
こ
と
三
度
に
及
べ
ば
、
そ
の
職
を
解
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た（
12
）。
こ
の
別
当
宣
は
「
他
役
」
を
盾
に
看
督
長
が
獄
直
を
怠

る
こ
と
を
戒
め
た
も
の
で
、
平
安
京
近
郊
の
津
に
赴
き
京
周
辺
に
あ
る
場
合
や
「
他
事
」
に
従
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

つ
ま
り
公
務
に
従
事
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
獄
門
」
に
い
っ
た
ん
戻
っ
て
「
本
直
」＝
獄
直
を
務
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
獄
直
が
看
督
長
の
職
務
と
し
て
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
長
保
五

（
一
〇
〇
三
）
年
十
一
月
二
十
八
日
検
非
違
使
別
当
宣
に
も
「
看
督
長
職
者
。
獄
直
為
レ

最
。
従
レ

政
為
レ

善
」
と
見
え
て
い
る
よ

う
に（
13
）、
多
岐
に
わ
た
る
看
督
長
の
職
掌
の
中
で
も
、
こ
の
獄
直
こ
そ
が
最
も
基
本
的
な
任
務
で
あ
っ
た
。

⑶
「
弓
場
」
は
左
衛
門
府
弓
場
の
こ
と
。
別
稿
で
す
で
に
検
討
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
左
衛
門
府
弓
場
は
本
来
射
芸
を
教
習
・

披
露
す
る
場
で
あ
る
が
、
十
世
紀
中
・
後
期
以
降
は
勅
裁
（
天
皇
の
裁
き
）
の
対
象
と
な
る
訴
訟
や
事
件
の
当
事
者
・
関
係
者

を
拘
禁
・
勘
問
（
取
り
調
べ
）
す
る
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た（
14
）。
そ
の
た
め
、
獄
所
の
場
合
と
同
様
に
看
督
長
が
配
置

さ
れ
、
そ
の
警
護
・
管
理
に
当
た
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
⑷
の
「
馬
場
」
は
、「
弓
場
」
と
同
じ
く
衛
門
府
馬
場

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
検
非
違
使
官
人
が
衛
門
府
馬
場
を
そ
の
業
務
に
利
用
し
た
事
例
は
目
下
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
の
で
、

検
非
違
使
官
人
が
勘
問
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
左
近
衛
府
馬
場
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い（
15
）。
い
ず
れ

に
せ
よ
、「
弓
場
」
と
「
馬
場
」
は
、
と
も
に
検
非
違
使
官
人
が
警
察
・
司
法
活
動
に
あ
た
っ
て
利
用
す
る
場
で
あ
り
、
そ
う
し

た
場
に
お
け
る
看
督
長
の
勤
務
は
「
獄
直
」
に
準
じ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う（
16
）。

2　
「
不
参
」
の
事
由

い
っ
ぽ
う
、「
不
参
」
の
事
由
を
め
ぐ
っ
て
「
番
闕
注
進
状
」
は
、
⑴
「
無
レ

故
」・「
無
レ

故
不
参
」
の
場
合
、
す
な
わ
ち
理
由
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な
く
不
参
し
た
場
合
の
み
を
「
番
闕
」
と
見
な
し
、
以
下
の
⑵
か
ら
⑺
に
い
た
る
各
事
由
に
よ
る
不
参
は
「
番
闕
」
に
は
数
え

て
い
な
い（
17
）。
つ
ま
り
、「
見
不
参
注
進
状
」
に
お
け
る
見
参
・
不
参
の
別
は
、
看
督
長
が
京
内
で
獄
直
を
は
じ
め
と
す
る
業

務
に
実
際
に
従
事
し
て
い
た
か
否
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
不
参
が
「
番
闕
」
に
相
当
す
る
否
か
は
、
そ
の
事
由
如
何

に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
以
下
の
事
由
の
う
ち
、
⑵
「
病
」
に
つ
い
て
は
特
に
説
明
を
要
し
な
い
が
、
⑶
「
假
」・「
申
レ

假
城
外
」
は
休
暇
に
よ
る
不

参
、
⑷
「
長
斎
」
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
点
も
あ
る
が
、
近
親
者
の
死
去
に
と
も
な
う
服
喪
な
ど
に
よ
る
不
参
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
も
正
当
な
事
由
と
し
て
「
番
闕
」
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⑻
「
候
二

左
獄
政
所
一

」
は
犯
罪
・
懈
怠

に
よ
っ
て
看
督
長
を
獄
政
所
に
拘
禁
し
た
事
例
で
、
本
来
は
「
番
闕
」
に
あ
た
る
ケ
ー
ス
と
思
わ
れ
る
が
、「
番
闕
注
進
状
」
の

作
成
時
点
で
、
す
で
に
該
当
者
の
左
№
1
安
倍
清
成
が
看
督
長
の
職
を
辞
し
て
い
た
た
め
名
前
が
挙
が
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ

う
。
別
の
機
会
に
述
べ
た
よ
う
に
、
政
所
禁
は
、
十
一
世
紀
初
頃
か
ら
散
見
し
始
め
る
検
非
違
使
庁
独
自
の
刑
罰
＝「
庁
例
」
の

一
種
で
、
未
決
拘
留
者
や
禁
獄
に
は
及
ば
な
い
犯
罪
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
た
処
分
で
あ
る（
18
）。

残
る
⑸
「
使
」、
⑹
「
共
」、
⑺
「
供
給
使
」・「
供
給
催
使
」
は
、
い
ず
れ
も
看
督
長
が
頻
繁
に
諸
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。
や
は
り
、「
番
闕
」
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。「
使
」
は
検
非
違
使
官
人
個
人
の
使
者
と
し
て
単
独
で
、

「
共
」
は
検
非
違
使
官
人
に
随
行
し
て
看
督
長
が
諸
国
に
赴
い
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
次
の
「
供
給
使
」・「
供
給
催
使
」
は
諸
国
に

派
遣
さ
れ
た
検
非
違
使
官
人
の
供
給
を
担
当
す
る
た
め
看
督
長
が
遣
わ
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
い
ち
お
う
区
別
で
き
る
だ
ろ
う
。

十
世
紀
以
降
、
追
捕
・
勘
糺
や
租
税
徴
収
の
た
め
に
検
非
違
使
官
人
を
畿
内
近
国
に
派
遣
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
が
、
そ

れ
に
と
も
な
っ
て
看
督
長
も
検
非
違
使
官
人
の
使
者
・
随
身
と
し
て
諸
国
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た（
19
）。
本
来
、
京
と
京
近
郊
の
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津
を
管
轄
す
る
に
過
ぎ
な
い
検
非
違
使
官
人
が
京
外
に
遣
わ
さ
れ
る
場
合
、宣
旨
・
官
符
に
よ
る
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
際
、
検
非
違
使
官
人
が
随
身
で
き
る
看
督
長
の
員
数
も
同
時
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
検
非
違
使
官
人
が
勝
手

に
看
督
長
を
随
身
し
、
京
内
に
お
け
る
本
来
の
業
務
に
支
障
を
き
た
す
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
た
た
め
、
天
慶
五
（
九
四
二
）
年
閏

三
月
二
十
八
日
の
検
非
違
使
別
当
宣
に
よ
っ
て
、
①
「
宣
旨
之
外
」
に
看
督
長
の
随
身
を
禁
止
す
る
こ
と
、
②
看
督
長
を
随
身

す
る
場
合
は
「
交
名
」
を
記
し
て
佐
に
報
告
す
る
こ
と
の
二
つ
の
原
則
が
立
て
ら
れ
た（
20
）。
し
か
し
、以
後
も
応
和
三
（
九
六
三
）

年（
21
）、
康
保
三
（
九
六
六
）
年（
22
）、
正
暦
三
（
九
九
二
）
年（
23
）、
長
保
五
（
一
〇
〇
三
）
年（
24
）
と
関
連
す
る
検
非
違
使
別

当
宣
が
繰
り
返
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
尉
以
下
の
検
非
違
使
官
人
が
佐
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
個
人
的
に

看
督
長
を
諸
国
に
派
遣
し
た
り
、
随
身
し
た
り
す
る
状
況
に
あ
ま
り
変
化
は
な
く
、
む
し
ろ
検
非
違
使
官
人
の
活
動
が
畿
内
近

国
へ
と
拡
が
る
に
つ
れ
、
看
督
長
の
京
外
に
お
け
る
業
務
も
増
大
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
長
元
五
（
一
〇
三
五
）
年
の
「
見

不
参
注
進
状
」
の
注
記
か
ら
う
か
が
え
る
あ
り
方
も
、
そ
う
し
た
状
況
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

看
督
長
の
京
外
に
お
け
る
実
際
の
活
動
を
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。
検
非
違
使
官
人
を
諸
国
に
派
遣
す
る
目
的
は
追
捕
・
勘
糺

と
租
税
の
徴
収
が
中
心
で
、
こ
の
う
ち
追
捕
・
勘
糺
は
①
犯
人
・
同
類
の
捜
索
・
追
捕
、
②
犯
人
・
証
人
の
召
進
、
③
事
発
所

（
事
件
現
場
）
に
お
け
る
糺
弾
・
勘
問
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る（
25
）。
看
督
長
の
裁
量
権
は
限
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
役
割
は

補
助
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
が
、「
共
」
と
し
て
随
行
し
た
看
督
長
は
検
非
違
使
官
人
の
下
で
以
上
の
よ
う
な
業
務
に
携
わ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
使
」
と
し
て
の
業
務
も
基
本
的
に
は
同
様
で
、
長
保
元
（
九
九
九
）
年
七
月
に
は
検
非
違
使
別
当
の
命

令
に
よ
り
犯
人
の
主
人
と
と
も
に
看
督
長
が
紀
伊
国
に
隠
れ
住
む
犯
人
の
捕
進
に
赴
き（
26
）、
治
安
三
（
一
〇
二
三
）
年
六
月
に

も
事
件
関
係
者
を
召
進
す
る
た
め
に
看
督
長
が
攝
津
国
に
赴
く（
27
）
な
ど
検
非
違
使
官
人
の
活
動
に
準
じ
た
業
務
内
容
が
う
か
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が
え
る
。
む
し
ろ
看
督
長
の
諸
国
に
お
け
る
活
動
と
し
て
重
要
な
の
は
、「
供
給
使
」・「
供
給
催
使
」
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。

供
給
と
は
中
央
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
使
者
を
国
司
が
も
て
な
す
こ
と
で
あ
る
が
、平
安
時
代
の
中
・
後
期
に
は
使
者
が
「
供
給
宣
旨
」

を
帯
同
し
て
現
地
に
臨
み
、
そ
こ
か
ら
直
接
物
資
を
徴
収
す
る
手
続
き
に
な
っ
て
い
た
。
永
承
六
（
一
〇
五
一
）
年
度
の
「
大

和
国
大
田
犬
丸
名
結
解
」
の
記
載
は
①
坪
付
、
②
所
当
（
収
入
）、
③
所
済
（
支
出
）
の
三
部
分
か
ら
な
る
が
、
そ
の
所
済
の
内

訳
に
「
四
十
束
、
七
年
二
月
二
日
、
看
督
長
助
真
収
絹
一
疋
」
と
見
え
て
お
り
、
永
承
七
（
一
〇
五
二
）
年
二
月
二
日
に
看
督

長
助
真
が
大
和
国
広
瀬
郡
に
所
在
す
る
大
田
犬
丸
名
か
ら
絹
一
疋
（
直
四
十
束
相
当
）
を
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る（
28
）。

看
督
長
助
真
は
検
非
違
使
官
人
に
同
行
し
て
大
和
国
に
赴
き
、
そ
の
供
給
を
担
当
す
る
「
供
給
使
」・「
供
給
催
使
」
の
役
割
を

果
た
し
、
検
非
違
使
官
人
の
活
動
を
補
助
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
諸
国
に
派
遣
さ

れ
た
検
非
違
使
官
人
の
供
給
を
実
際
に
担
当
す
る
の
は
看
督
長
な
ど
雑
任
の
役
割
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
強
制
的
・
強
圧

的
な
供
給
料
の
徴
収
は
時
に
現
地
の
反
感
や
混
乱
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
検
非
違
使
官
人
の
派
遣
申
請
と
同
時
に
派

遣
の
停
止
を
求
め
る
諸
国
の
動
き
が
見
ら
れ
る
の
も（
29
）、
こ
う
し
た
看
督
長
の
行
動
に
一
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
は
な
は
だ
粗
雑
で
あ
る
が
、
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
紙
背
文
書
に
含
ま
れ
る
長
元
八
（
一
〇
三
五
）
年
の
「
看
督
長

見
不
注
進
状
」
に
基
礎
的
検
討
を
加
え
て
き
た
。
本
文
書
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
従
来
か
ら
、
こ
の
程
度
の
分
析
は
踏
ま
え

た
上
で
利
用
さ
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
記
載
内
容
を
全
体
と
し
て
考
察
し
た
研
究
は
見
当
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た
ら
な
い
た
め
、
敢
え
て
本
稿
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
書
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
、
以
上
に
と
ど
ま
る
も
の

で
は
な
い
。
本
文
書
の
価
値
は
看
督
長
に
対
す
る
全
体
的
考
察
を
経
た
上
で
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
論
じ
残
し
た
点
は
別

稿
を
期
し
て
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
を
終
え
た
い
と
思
う
。

註（
1
） 

検
非
違
使
研
究
は
多
数
に
の
ぼ
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
基
本
文
献
と
し
て
小
川
清
太
郎
『
検
非
違
使
の
研
究
・
庁
例
の
研
究
』（
一
九
八
八
年
再
刊
。
初
出
は

一
九
三
七
、三
八
年
、
三
九
年
）、
利
光
三
津
夫
「
裁
判
の
歴
史
」（
利
光
三
津
夫
・
長
谷
山
彰
『
新
裁
判
の
歴
史
』
第
一
部
、
一
九
九
七
年
再
刊
、
初
出
は

一
九
六
四
年
）、
森
田
悌
「
検
非
違
使
の
研
究
」（『
史
学
雑
誌
』
七
八―

九
、一
九
六
九
年
）、
大
饗
亮
『
律
令
制
下
の
司
法
と
警
察
』（
一
九
七
八
年
）。
な
お
、

看
督
長
に
関
す
る
唯
一
の
専
論
と
し
て
米
谷
豊
之
祐
「
看
督
長
考
」（『
大
阪
産
業
大
学
論
集
』
社
会
科
学
編
九
一
、一
九
九
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
摂
関
期
か

ら
院
政
期
に
か
け
て
の
看
督
長
の
活
動
を
丹
念
に
追
究
し
て
お
り
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
。

（
2
） 

九
条
家
本
『
延
喜
式
』
の
概
要
に
つ
い
て
は
、鹿
内
浩
胤
「
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
小
史
」（『
日
本
歴
史
』
六
三
四
、二
〇
〇
一
年
）、同
「
九
条
家
本
『
延
喜
式
』

覚
書
」（『
書
陵
部
紀
要
』
五
二
、二
〇
〇
一
年
）。

（
3
） 

な
お
、
Ａ
1
、
Ａ
2
の
○
○
○
○
は
姓
名
・
注
記
、
Ｂ
の
○
○
○
○
は
姓
名
、
△
は
数
字
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
ま
る
。

（
4
） 

「
見
不
参
注
進
状
」
は
文
書
間
で
姓
名
の
表
記
に
ブ
レ
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
常
信
と
常
延
、
兼
時
と
包
時
な
ど
の
名
は
一
般
に
通
用
す
る
文
字
で
あ
る
の

で
特
に
問
題
は
な
い
が
、
姓
の
ブ
レ
に
は
や
や
問
題
が
あ
る
。
左
№
3
賀
茂
正
友
（
五
二
九
、五
三
一
、五
三
二
）
と
巨
勢
正
友
（
五
三
四
）、
左
№
18
高
橋
重
高

（
五
三
三
、五
三
五
）
と
賀
茂
重
高
（
五
三
一
）、右
№
2
上
毛
野
春
重
（
五
二
九
、五
三
二
、五
三
四
）
と
伴
春
重
（
五
三
一
）、右
№
8
藤
井
安
延
（
五
二
九
、五
三
二
）

と
秦
安
延
（
五
三
四
）、右
№
12
多
米
高
延
（
五
三
三
、五
三
五
）
と
秦
高
□
（
五
三
七
）、右
№
14
津
守
信
頼
（
五
三
〇
、五
三
三
、五
三
五
）
と
清
原
延
依
（
五
三
七
）

の
五
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
と
判
断
し
て
よ
い
と
思
う
が
、
単
純
な
誤
記
も
含
む
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
す
べ
て
を
誤
記
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
か
ど

う
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
な
お
、
坂
上
公
則
（
五
三
一
）
に
つ
い
て
は
右
№
4
坂
上
松
則
（
五
二
九
、五
三
二
、五
三
四
）
の
単
純
な
誤
記
と
考
え
て
も
よ
い
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だ
ろ
う
。

（
5
） 

六
月
上
番
か
ら
八
月
下
番
ま
で
の
間
の
変
化
と
し
て
、
左
№
2
大
原
吉
松
、
右
№
1
安
倍
清
成
の
二
名
が
八
月
以
降
に
は
名
前
が
見
え
ず
、
左
№
13
川
信
兼
、

左
№
16
清
原
豊
信
、
左
№
18
高
橋
重
高
、
右
№
3
清
原
久
時
、
右
№
12
多
米
高
延
の
五
名
が
七
月
以
降
に
名
前
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

（
6
） 
以
上
、
九
名
の
う
ち
二
名
は
⒞
五
三
一
号
に
見
え
る
「

」・「

信
」
の
二
名
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
実
際
に
は
七
名
の
名
前
が
消
え

た
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
7
） 

右
№
2
上
毛
野
春
重
は
九
月
ま
で
は
右
の
上
番
で
あ
っ
た
が
、
十
月
に
は
左
の
下
番
に
異
動
し
て
い
る
。

（
8
） 

註
（
4
）
で
言
及
し
た
姓
名
の
表
記
の
ブ
レ
は
特
に
⒞
五
三
一
号
文
書
と
⒤
五
三
七
号
文
書
、
つ
ま
り
十
月
以
降
に
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
文
書
作
成
責
任
者
の

交
替
と
も
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
9
） 

拙
稿
「
検
非
違
使
庁
の
〈
政
〉」（『
富
山
国
際
大
学
紀
要
』
七
、一
九
九
七
年
）。

（
10
） 

『
勘
問
式
』
今
案
（『
西
宮
記
』
巻
二
十
一
・
与
奪
事
、
三
三
六
頁
。
頁
数
は
『
改
訂
増
補
故
実
叢
書
』
に
よ
る
）、『
本
朝
世
紀
』
久
安
五
年
五
月
二
十
六
日
条
。

（
11
） 

天
慶
五
年
閏
三
月
二
十
八
日
検
非
違
使
別
当
宣
（『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
・
糺
弾
雑
事
、五
三
〇
頁
。
頁
数
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）。

（
12
） 

応
和
三
年
七
月
十
三
日
検
非
違
使
別
当
宣
（『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
・
糺
弾
雑
事
、
五
二
九
頁
）。

（
13
） 

長
保
五
年
十
一
月
二
十
八
日
検
非
違
使
別
当
宣
（『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
・
糺
弾
雑
事
、
五
三
〇
頁
）。

（
14
） 

拙
稿
「
衛
門
府
弓
場
の
歴
史
的
性
格
」（『
古
代
文
化
』
五
三―
一
〇
、二
〇
〇
一
年
）。

（
15
） 

『
日
本
紀
略
』
寛
弘
六
年
二
月
五
日
条
、『
小
右
記
』
長
和
四
年
三
月
二
十
一
日
条
。

（
16
） 

な
お
、
⑸
「
伊
勢
」
は
何
を
指
す
の
か
、
な
ぜ
「
見
参
」
に
含
ま
れ
る
の
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
後
考
を
期
し
た
い
。

（
17
） 

な
お
、
不
参
で
注
記
の
存
在
し
な
い
場
合
、「
番
闕
注
進
状
」
の
「
番
闕
」
に
対
応
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
⑴
「
無
故
」・「
無
故
不
参
」
に
相
当
す
る

と
判
断
で
き
る
。

（
18
） 

拙
稿
「
平
安
時
代
の
法
と
秩
序
」（『
日
本
史
研
究
』
四
五
二
、二
〇
〇
〇
年
）。

（
19
） 

上
横
手
雅
敬
「
平
安
中
期
の
警
察
制
度
」（
竹
内
理
三
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』
一
九
六
九
年
）、
註
（
18
）
拙
稿
。
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（
20
） 

天
慶
五
年
閏
三
月
二
十
八
日
検
非
違
使
別
当
宣
（『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
・
糺
弾
雑
事
、
五
二
九
頁
）。

（
21
） 
応
和
三
年
七
月
十
三
日
検
非
違
使
別
当
宣
（『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
・
糺
弾
雑
事
、
五
二
九
頁
）。

（
22
） 
康
保
三
年
八
月
十
九
日
検
非
違
使
別
当
宣
（『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
・
糺
弾
雑
事
、
五
三
〇
頁
）。

（
23
） 

正
暦
三
年
十
月
十
四
日
検
非
違
使
別
当
宣
（『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
・
糺
弾
雑
事
、
五
三
〇
頁
）。

（
24
） 

長
保
五
年
十
一
月
二
十
八
日
検
非
違
使
別
当
宣
（『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
・
糺
弾
雑
事
、
五
三
〇
頁
）。

（
25
） 

註
（
18
）
拙
稿
。

（
26
） 

長
保
元
年
七
月
十
五
日
検
非
違
使
別
当
宣
（『
平
安
遺
文
』
三
八
四
号
文
書
、
三
条
家
本
『
北
山
抄
』
紙
背
文
書
）。

（
27
） 

『
小
右
記
』
治
安
三
年
六
月
二
十
五
日
条
。

（
28
） 

永
承
六
年
大
和
国
大
田
犬
丸
名
結
解
（『
平
安
遺
文
』
六
九
三
号
文
書
、
東
大
寺
文
書
四
ノ
四
九
）。
大
田
犬
丸
名
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
稲
垣
泰
彦
「
初

期
名
田
の
構
造
」、「
東
大
寺
領
小
東
庄
の
構
成
」（
同
『
日
本
中
世
社
会
史
論
』
一
九
八
一
年
。
初
出
は
一
九
六
二
年
、
一
九
六
七
年
）、
佐
藤
泰
弘
「
東
大
寺

領
大
和
国
小
東
荘
」（
同
『
日
本
中
世
の
黎
明
』
二
〇
〇
一
年
。
初
出
は
一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（
29
） 

永
承
五
年
七
月
二
十
二
日
太
政
官
符
案
（『
平
安
遺
文
』
六
八
二
号
文
書
、
田
中
忠
三
郎
氏
所
蔵
文
書
）。
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⒜　長元 8年 6月 16日看督長見不参注進状（『平安遺文』529号）

⒝　長元 8年 7月 1日看督長見不参注進状（『平安遺文』530号）

別　表
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⒟　長元 8年 7月 16日看督長見不参注進状（『平安遺文』532号）

⒠　長元 8年 8月 2日看督長見不参注進状（『平安遺文』533号）
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⒡　長元 8年 8月 1□日看督長見不参注進状（『平安遺文』534号）

⒢　長元 8年 9月 1日看督長見不参注進状（『平安遺文』535号）



「看督長見不注進状」（九条家本『延喜式』紙背文書）に関する基礎的検討121

⒞　長元 8年某月某日看督長見不参注進状（『平安遺文』531号）

⒤　長元 8年 10月 28日看督長見不参注進状（『平安遺文』537号）


